
『岡山市浸水対策行動計画201９』 

     

 平成30年7月豪雨を受けて『岡山市浸水対策基本計画2017』一部を見直し、

『岡山市浸水対策基本計画201９』に改訂したことに伴い、行動計画についても

『岡山市浸水対策行動計画201９』に改訂しました。 

 短期（おおむね5年）、中期（おおむね 10年）での浸水対策の目標を定めた

計画で、おおむね30年後の姿をイメージして浸水対策の目標や基本方針を定め

た岡山市浸水対策基本計画201９の実効性を高めます。 

岡山市浸水対策の推進に関する条例（平成29年4月施行） 

◇ 浸水対策を推進するための基本理念や、市・市民・事業者の責務を定め、

浸水対策の総合的かつ計画的な推進を目的に定めた条例です。 

岡山市浸水対策基本計画2017（平成29年10月策定） 

岡山市浸水対策行動計画2018（平成30年３月策定） 

岡山市浸水対策基本計画2019（平成31年4月策定） 

岡山市浸水対策行動計画2019（平成31年4月策定） 

岡山市浸水対策行動計画201９の位置付け 

目標の考え方 

 

◇ 優先順位を付けつつハード 

整備に着手。早期の効果発現

のため、暫定供用も検討 

◇ 局所的な対策は優先順位を 

付けつつ実施 

◇ 既存ストックの適切な維持 

管理の徹底 

◇ 流域対策の着実な実施 

◇ 地域の防災力の活用 

◇ 優先順位を付けつつハード

整備を順次実施。暫定供用

区域の拡大も検討 

◇ 局所的な対策は優先順位を

付けつつ実施 

◇ 既存ストックの適切な維持

管理の徹底 

◇ 流域対策の継続的な実施 

◇ 地域の防災基盤の強化 

浸
水
対
策
の
実
現 

短期（おおむね5年） 中期（おおむね10年） おおむね30年後 

平成30年7月豪雨を受けて一部見直し 



岡山市浸水対策行動計画2019における施策のロードマップ 

 岡山市下水道河川局 下水道河川計画課 ０８６－８０３－１４９９ 

※岡山市浸水対策行動計画２０１９は岡山市下水道河川局 

 ホームページに掲載しております。  

時期
2018年
　　～

行動

進捗

行動

進捗

行動

進捗

行動

進捗

行動

進捗

行動 
 

市
民
の
生
命

の
確
保

４
　
避
難
対
策

⑪効果的・効率的な
災害情報発信

○ ○ ○

⑫避難体制の
整備・周知

○ ○ ○ 行動

⑨防災資機材の
配置・支給

○ ○ ○ 行動

３
　
減
災
対
策

⑧事前の
情報周知・啓発

○ ○ ○ 行動

行動

　
　
都
市
機
能
の
確
保

⑥公共施設における
貯留浸透施設設置

○ ○ －

⑦民間施設における
貯留浸透施設設置

○ ○ ○

⑩地域づくりの
啓発・促進

○ ○ ○

行動

２
　
流
域
対
策

④既存ストックの
有効活用

○ ○ － 行動

⑤農地・森林・
緑地の保全

○ ○ ○

中期 目標

（おおむね５年） （おおむね１０年） （おおむね３０年）

　
　
市
民
の
日
常
生
活
の
確
保

１
　
河
川
・
下
水
道
整
備

①河川整備 ○ －

浸水対策 市 市民 事業者
短期

－

②下水道整備 ○ － －

③貯留施設の整備 ○ － －

目標Ⅱ

目標Ⅰ

目標Ⅲ

国・県・市管理河川の整備及び改修

維持管理等の計画策定 計画に基づく維持管理等の実施

内水氾濫を防ぐ下水道施設の整備

暫定貯留管：浦安排水区の整備

雨水貯留・浸透施設の設置

開発行為等における流出抑制対策の実施

「緑の基本計画」に基づく公園整備の推進

内水ハザードマップの配布

止水板設置助成制度の創設

地下街の浸水防止計画の作成

止水板設置助成制度の活用

自主防災会結成促進

旭川タイムラインの運用・訓練・ＰＤＣＡ等

総合防災訓練・水防訓練継続実施

防災行政無線等の機器

更新配備

災害用モバイル端末等を活用した情報伝達訓練の実施

防災まちづくり学校の受講促

出前講座による周知・啓発

土のう配布等支給継続、町内会・自主防災会との連携強化や連絡体制の構築・運用

洪水ハザードマップを活用した啓発活動強化

多世代にわたる市民の防災訓練参加促進、市民と地区の事業者等による地域防災力向上

局所的かつ効率的な対策の実施

雨水取水ゲートの遠隔操作化の実施

西排水区の整備

合流式下水道の再整備

戸別住宅等における雨水貯留タンクの設置（浸水対策意識の向上）

地下街の情報周知システム構築、避難訓練の実施等

防災まちづくり学校の内容向上

メールやＳＮＳ及び防災アプリ等を活用した情報提供

防災まちづくり学校受講促進、自主防災会結成促進


